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Ⅰ アンケート調査概要
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１ アンケート調査概要

▍ 調査の目的
– 日配品は、常温加工食品に比べ在庫可能期間が短く、サプライチェーン全体で食
品ロスが発生しやすい。この現状を改善するため、小売事業者の実態や課題を把
握し、今後の施策に役立てることを目的として実施した。

▍ 調査時期
– 令和７年８月４日～９月16日

▍ 配布・回収数
– 配布数:1027社（郵送）
– 回収数:160社

▍ 調査内容
– １ 日配品の確定発注数量連絡のタイミングについて
– ２ 日配品の納品期限と販売期限の設定について
– ３ 日配品の食品ロス削減の取り組みについて
– ４ 日配品のフードバンクへの提供について
– ５ 発注・物流に対する取り組みについて
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２ 日配品のカテゴリーの詳細

▍ 本調査における日配品のカテゴリーの詳細は以下のとおりである。

主な内容カテゴリー名
食パン、菓子パン、惣菜パン、その他パンなどパン
豆腐、厚揚げ豆腐、油揚げ、がんもなど豆腐、油揚げ類
揚げかまぼこ、さつま揚げ、イカ巻、ごぼう巻、三角揚げなど揚げ
糸引き納豆、ひきわり納豆、五斗納豆、寺納豆など納豆
牛乳、成分調整牛乳、加工乳、乳飲料の白物など牛乳
ハード／ソフトタイプ、果肉入りなど（ドリンクヨーグルトは除くヨーグルト
飲むヨーグルト、ドリンクタイプのヨーグルトなどヨーグルト飲料
シュークリーム、生ケーキなど洋菓子
蒲鉾、ちくわ、はんぺんなど（魚肉ソーセージを除く魚肉加工品
お弁当、サラダ、揚げ物など惣菜
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３ 回答企業の属性
（１）売上高

▍ 回答企業の売上規模は100～500億円未満が３割強と最も多く、次いで50～
100億円未満、 10～50億未満の企業が2割弱となっている。

▍ 売上高の中央値は「100～500億円未満」である。

10億円未満, 5.0%

10～50億円未満, 

15.0%

50～100億円未満, 

15.6%

100～500億円未満, 

30.6%

500～1000億円未満, 

13.1%

1000～3000億円未満, 

10.0%

3000～5000億円未満, 

3.8%

5000億円以上, 6.9%

【Q6】貴社の全社売上高としてあてはまるものを１つお選びください。
(N=160)
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３ 回答企業の属性

（２）業態

▍ 回答企業の業態は食品スーパーが最も多く６割強を占め、次いで生活協同組
合、ドラッグストア・薬局が１割強となっている。

総合スーパー, 5.6%

食品スーパー, 60.6%

生活協同組合, 13.8%

コンビニエンススト

ア, 2.5%

ドラッグストア・薬局, 

11.9%

ホームセンター, 1.3%
その他, 4.4%

【Q8】貴社の業態としてあてはまるものを１つお選びください。
(N=160)
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３ 回答企業の属性

③日配品の各カテゴリーの売上高

▍ 各カテゴリーの年間売上高は、ほとんどのカテゴリーで中央値が5億円以下である。「惣菜」の
み中央値が5～10億円以下である。

▍ その中でも、惣菜、パン、牛乳のカテゴリーは、比較的売上高が多い企業の構成比が高い。

53.8
67.3 73.0 71.1

61.0 65.4 73.6 71.9 71.1
50.0

11.9

13.2 10.7 11.3
11.3 10.1

10.1 8.8 10.1

12.5

6.9

6.3 5.0 8.2
8.2 7.5

4.4 5.6 6.9

7.5
6.9

5.0 2.5 3.1
5.7 4.4 3.1 4.4 2.5

4.4
7.5

3.1 1.3 1.3 6.9 5.0 1.9 0.6 1.3

4.4

8.1 0.0 0.0 0.0 1.9 1.9 1.3 1.9 0.0
9.4

3.1 2.5
5.0 2.5 3.1 3.8 3.8 5.0 5.7 9.4

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q10】貴社で販売されている日配品の商品カテゴリーの年間売上高として

あてはまる選択肢を、カテゴリーごとに1つお選びください。

取扱なし

７０億円超

３０ー７０億円以下

２０ー３０億円以下

１０ー２０億円以下

５－１０億円以下

５億円以下
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Ⅱ 回答結果
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１ 日配品の確定発注数量連絡のタイミングについて
（１）定番品の発注における取引先への確定発注数量連絡のタイミング

▍ 各カテゴリーの定番品の発注における取引先への確定発注数量連絡のタイミングは、
いずれも中央値が「店舗納品の24-36時間未満前」である。

▍ その中でも、パン、洋菓子、総菜は、比較的「店舗納品の12-24時間未満前」の構成比
が低い。

1.3 3.2 2.0 3.2 1.9 2.6 2.6 1.3 2.0 3.4

30.3
40.4 39.5 38.5 36.1 35.7 35.1 29.6

39.7
26.2

25.8
22.4 25.0 24.4 25.2 26.0 26.0

29.6
27.8

26.2

31.0 21.2 20.4 21.2 24.5 24.0 24.0 27.0
19.2

26.9

11.0 12.2 12.5 12.2 11.6 11.0 11.7 11.8 10.6 15.2

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q11】下記の各カテゴリーの定番品の取引先への確定発注数量連絡のタイミングに

最も近いものを１つ回答してください。

店舗納品の４８時間以上前

店舗納品の３６－４８時間未満前

店舗納品の２４－３６時間未満前

店舗納品の１２－２４時間未満前

店舗納品の１２時間未満前
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１ 日配品の確定発注数量連絡のタイミングについて
（２）チラシ特売の取引先への確定発注数量連絡のタイミング

▍ 各カテゴリーのチラシ特売の発注における取引先への確定発注数量連絡のタイミング
は、いずれも「店舗納品の７日以上前」が過半数弱となっている。

▍ カテゴリーによる傾向の差異はほとんど見られない。

2.6 4.5 5.3 5.1 5.2 5.2 5.2 4.6 5.3 2.8
9.0 8.3 7.9 7.7 7.7 7.1 7.1 6.6 9.3 10.3

18.7 14.7 14.5 14.7 14.8 14.9 14.9 15.1 14.6 15.9

20.0 21.2 21.1 21.2 20.6 22.1 21.4 22.4 21.2 19.3

47.7 49.4 49.3 49.4 49.7 48.7 49.4 49.3 47.7 47.6

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q12】下記の各カテゴリーのチラシ特売の取引先への確定発注数量連絡のタイミング

に最も近いものを１つ回答してください。

店舗納品の７日以上前

店舗納品の４－７日未満前

店舗納品の２－４日未満前

店舗納品の１－２日未満前

店舗納品の１日未満前

10



１ 日配品の確定発注数量連絡のタイミングについて
（３）新商品の発注における取引先への確定発注数量連絡のタイミング

▍ 各カテゴリーの新商品の発注における取引先への確定発注数量連絡のタイミングは、
いずれも「店舗納品の７日以上前」が過半数強となっている。

▍ カテゴリーによる傾向の差異はほとんど見られない。

3.9 5.1 5.3 5.1 5.2 5.2 5.2 3.9 5.3 2.8
14.8 12.2 12.5 12.8 12.9 13.0 12.3 13.2 13.9 13.1

15.5 13.5 12.5 12.8 12.9 12.3 13.0 13.2 12.6 15.9

14.2 15.4 15.1 15.4 16.1 16.2 16.2 16.4 14.6 14.5

50.3 52.6 53.3 52.6 51.6 51.9 51.9 52.0 52.3 50.3

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q13】下記の各カテゴリーの新商品の取引先への初回発注分の確定数量連絡の

タイミングに最も近いものを１つ回答してください。

店舗納品の７日以上前

店舗納品の４－７日未満前

店舗納品の２－４日未満前

店舗納品の１－２日未満前

店舗納品の１日未満前
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２ 日配品の納品期限と販売期限の設定について
（１）納品期限の設定状況

▍ 納品期限は中央値でみると、パン、豆腐、揚げ、洋菓子、総菜の場合では「製造日の
翌日」、納豆、牛乳、ヨーグルト、ヨーグルト飲料、魚肉加工品では「製造日の2日
後」となっている。

14.2 6.4 5.3 3.2 3.2 3.2 3.2 8.6 4.0

26.9

61.9

50.0 52.6
44.2 44.5

35.7 35.7

54.6

42.4

49.0

15.5

28.2 25.7
30.1 29.0

29.9 29.2

23.0

25.2

11.0

2.6
6.4 7.9

9.6 9.0
13.6 14.3

5.3

9.9

3.4

2.6
5.8 5.3 9.6 11.0 14.3 14.3

5.3
15.2 4.8

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q14】下記の各カテゴリーの貴社の納品期限（納入を許容する商品鮮度）

として最も近いものを１つ回答してください。

左記よりさらに後でも可

製造日の３日後

製造日の２日後

製造日の翌日

製造当日

12



２ 日配品の納品期限と販売期限の設定について
（２）納品期限設定の運用

▍ 納品期限設定の運用について尋ねたところ、「３分の１ルールを原則として設定して
いる」が過半数弱と最も多かった。次いで「３分の１ルールよりも緩和的な設定をし
ている」が1/4強、「それ以外の運用をしている」が1/4弱であった。

3分の1ルールを原則とし

て設定している, 46.9%

3分の1ルールよりも

緩和的な設定をして

いる, 25.6%

それ以外の運用をし

ている, 24.4%

【Q15】前問の納品期限の設定について、貴社の運用に最も近いものを回答してくださ

い。
(N=160)

13



２ 日配品の納品期限と販売期限の設定について
（３）日配品の販売期限の設定について

▍ 各カテゴリーの販売期限の中央値はすべて「消費／賞味期限まで」となっている。
▍ 惣菜以外のカテゴリーでは、「消費／賞味期限の24時間前まで」以前に売場から商品
を下げる企業が２割から４割弱存在する。

65.8 57.1 57.2 57.1 54.2 54.5 54.5
67.8

57.0
70.3

8.4
8.3 7.9 7.7 7.1 7.1 7.1

7.9
7.9

11.0
19.4

19.2 19.1 15.4 16.1 16.2 15.6

17.1
18.5

10.3
3.9

10.9 10.5 11.5 10.3 8.4 9.1

2.6
7.3

1.4
0.0 1.3 1.3 3.2 4.5 7.1 5.2

1.3 2.6 1.4

1.3
1.9 2.6 3.8

6.5 5.2 7.1

2.0
4.6 2.8

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

【Q17】下記の各カテゴリーの店舗販売期限（売場から下げる時期）に最も近いものを

１つ回答してください。

左記よりさらに手前

消費／賞味期限３日前まで

消費／賞味期限２日前まで

消費／賞味期限の２４時間前まで

消費／賞味期限の１２時間前まで

消費／賞味期限まで
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３ 日配品の食品ロス削減の取り組みについて

▍ 見切り品コーナーの設置、自動発注システムの導入、小幅値引き、てまえどりの実施
率が４割超と高い。

58.5

54.1

47.8

44.0

26.4

20.8

19.5

17.6

17.6

17.0

11.9

11.3

10.7

4.4

2.5

1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見切り品コーナーの設置

自動発注システムの導入

小幅値引

消費者に対し商品の「てまえどり」を促す啓発

訳ありセールの実施

AI活用による需要予測高度化

季節商品の原則予約販売化

値下げ・見切り品の購入を促すための工夫を凝らした独自の店頭資材の展開

フードドライブを店舗で実施することによる従業員の食品ロス削減意識の啓発

販売期限の延⾧

食品ロスに関する消費者啓発（イベント、セミナー開催、食育活動など）

農家等で発生する規格外品の活用（商品開発など）

消費者の食品ロス削減意識を促す独自啓発物の展開

見切り率決定へのAIの活用

フードシェアリングサービスの活用

量り売りの導入

無回答

【Q20】貴社で実施されている日配品の食品ロス削減に向けた取り組みについて、該当するものをすべてご回

答ください。
(N=159)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（１）日配品のフードバンクへの提供状況

▍ フードバンクへの日配品提供に関して、自社の事業活動で発生する余剰食品を定期的
に提供している企業は約8%、一方で約67%が提供していないと回答している。

8.1

13.1

3.1

14.4

3.1

5.0

66.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自社の事業活動で発生する余剰食品を定期的に提供している

自社の事業活動で発生する余剰食品を非定期的に提供している

賞味期限が近づいた備蓄食品を提供している

フードドライブなどによって消費者から自社に集められた余剰食

品を提供している

仕入先から集めた余剰食品を提供している

その他の方法・内容で食品を提供している

余剰食品を提供していない

無回答

【Q26】貴社の日配品のフードバンク・子ども食堂などへの食品の寄附の状況としてあてはま

るものをすべてお答えください。(複数回答可)(N=160)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（２）フードバンクへ寄贈した食品費用の損金算入について

▍ フードバンクへ寄贈した食品費用を損金算入している企業はわずか2%。52%の企業が
未活用、43%は不明と回答している。

活用している，1社，1.9%

活用していない，

28社，52.8%

わからない,，

23社，43.4%

【Q28】フードバンクに寄贈した食品の費用は、全額を寄付金ではなく、費用とするこ

と（損金参入）ができます。貴社はこの税制での特例措置を活用されていますか。(１つ

に〇)(N=53)

活用している 活用していない わからない
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（３）フードバンクへ寄贈した食品費用の損金算入を行なっていない理由

▍ 未活用の理由として、「制度について知らなかった」「メリットが少ない」「手続き
が煩雑」が多く挙げられている。

37.5

25.0

25.0

15.6

18.8

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知らなかった

メリットが少ない

手続きが煩雑

これまで行っていた棚卸評価額ゼロ（商品廃棄損を計上）の

手続きを踏襲しているため

その他に理由がありましたらご記入ください

無回答

【Q29】前問のフードバンク等への寄付での税制の特例措置を活用していない理由はな

んでしょうか。(複数回答可)

(N=32)

18



４ 日配品のフードバンクへの提供について
（４）日配品をフードバンクへ提供するメリットの認識

▍ フードバンクへの提供メリットとして、「食品ロスの削減」が最も高く、次いで「困
窮者支援」「地域との結びつき強化」「企業イメージの向上」「食品の廃棄費用の抑
制」が挙げられる。

65.4

56.0

49.7

48.4

42.1

23.9

20.1

7.5

6.9

8.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品ロスの削減に貢献することができる

困窮者の支援につながる

地域との結びつきを強めることができる

企業イメージを高めることができる

食品の廃棄費用を抑制することができる

行政や自治体との連携・信頼構築に資する

CSR・サステナビリティの取り組みとして報告・開示しやすい

従業員のモチベーションアップにつながる

報道・メディア等で取り上げられやすく、広報効果がある

その他にもメリットとして認識していることがあればご記入ください

無回答

【Q32】フードバンク等に日配品を提供することのメリットとして認識しているものをお答えくださ

い。(複数回答可）
(N=159)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（５）日配品をフードバンクへ提供する障壁の認識

▍ 提供時の障壁として「事故発生時の責任分担が不明確」が最も多く、次いで「提供後
の品質管理への不安」「人手不足」が挙げられる。

40.3

39.6

33.3

28.9

23.3

18.9

14.5

12.6

8.2

5.0

2.5

10.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事故やクレーム発生時の責任分担が不明確

提供後の品質管理に不安がある

人手が足りない

提供可能な食品がない

フードバンク側の食品受取条件に適合しない

費用がかかる

フードバンクに関する情報が不足している

自社の提供可能範囲にフードバンクがない

提供後に再販等のおそれがある

ブランド価値が損なわれる

既存流通品とバッティングする

その他にも障壁となっていることがあればご記入ください

無回答

【Q33】フードバンク等に日配品を提供することの障壁となっていることをお答えくだ

さい。(複数回答可）
(N=159)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（６）今後のフードバンクへの食品提供拡大意向

▍ フードバンクへの提供拡大を「実施する／拡大する」と回答した企業は1.3%、「どち
らかといえば実施する」は7.5%にとどまる。

▍ 一方で、25.0%が「どちらともいえない」、46.3%が「わからない」と回答しており、
拡大に慎重な姿勢が見られる。

実施／拡大する，2社，1.3%

どちらかといえば実施／

拡大する，12社，7.5%

どちらともいえない，

40社，25.0%

どちらかといえば実施／

拡大しない，8社，5.0%
実施／拡大しない，

18社，11.3%

わからない，

74社， 46.3%

その他（具体的に記入して

ください），4社，2.5%

【Q37】今後、貴社では日配品のフードバンク等への食品提供を実施／拡大しますか。

(１つに〇）(N=160)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（７）プライベートブランドの日配品の製造委託先からの提供について

▍ 製造委託先によるフードバンク等への日配品提供を認めている企業は6.3%にとどまり、15.0%が
提供を認めていないと回答している。

▍ また、全体の50.0%が「わからない」と回答しており、製造委託先からの提供に対する状況把握
不足が課題となっている。

製造委託先によるフードバンク等への提供

を認めている，10社，6.3%

製造委託先によるフードバンク等

への提供を認めていない，24社，
15.0%

日配品のプライベートブ

ランド商品の製造委託を

行っていない，45社，
28.1%

わからない，

80社，50.0%

【Q34】貴社では、自社日配品プライベートブランドの製造委託先に、プライベートブ

ランドの日配品のフードバンク等への提供を認めていますか。(１つに〇)(N=160)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（８）自社日配品プライベートブランドの製造委託先によるフードバンクへの寄贈を認めている理由

▍ フードバンクへの寄贈を認めている理由として、最も多く挙げられたのは「食品ロス削減につな
がるため」であった。

▍ その他に、「困窮者支援につながる」「廃棄処理費用の節減」も寄贈を認める理由として挙げら
れている。

100.0

60.0

40.0

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品ロス削減につながる

困窮者支援につながる

廃棄処理費用の節減につながる

その他にも理由があればご記入ください。

【Q35】自社日配品プライベートブランドの製造委託先によるフードバンクへの提供を

認めている理由としてあてはまるものをすべてお選びください。(N=10)
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４ 日配品のフードバンクへの提供について
（９）自社日配品プライベートブランドの製造委託先によるフードバンクへの寄贈を認めていない理由

▍ 寄贈を認めていない理由として、「提供後の品質管理に不安がある」「事故発生時の責任分担が
不明確」が最も多い。

▍ 次いで、「提供可能な食品がない」ことも指摘されている。

60.0

60.0

40.0

20.0

20.0

20.0

16.0

16.0

12.0

8.0

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

提供後の品質管理に不安がある

事故やクレーム発生時の責任分担が不明確

提供可能な食品がない

費用がかかる

フードバンク側の食品受取条件に適合しない

フードバンクに関する情報が不足している

提供後に再販等のおそれがある

ブランド価値が損なわれる

人手が足りない

既存流通品とバッティングする

その他にも理由があればご記入ください

【Q36】自社日配品プライベートブランドの製造委託先によるフードバンクへの提供を

認めていない理由としてあてはまるものをすべてご回答ください。
(N=25)
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５ 発注・物流に対する取り組みについて
（１）過去３年間に物流改善を実施した日配品カテゴリ

▍ カテゴリー横断で最も多く取り組まれているのは「取引先への確定発注情報共有の前倒し（リー
ドタイム延⾧）」であり、次いで「取引先への追加電話発注の禁止」「取引先に対する納品期限
緩和の提案」などが挙げられた。

【Q38】貴社が過去3年間に取り組んでいる取引先への納品条件の見直しによる効率化の取り
組みとして該当するものを、取り組み内容ごとにすべてお選びください。 実施率:％

無回答
過去３年
間に取り
組んでい
ない

その他惣菜魚肉加工
品洋菓子ヨーグル

ト飲料
ヨーグル
ト牛乳納豆揚げ豆腐パン

11.966.70.610.713.810.714.515.716.412.612.612.610.7
取引先に対する納
品期限緩和の提案

9.454.73.820.123.325.225.227.027.025.224.523.923.3

取引先への確定発
注情報共有の前倒
し（リードタイム
延⾧）

11.964.82.511.315.113.215.115.114.515.717.017.013.8
取引先への追加電
話発注の禁止

14.474.40.67.58.89.48.88.88.88.88.88.87.5
取引先への納品物
量の平準化

14.463.82.511.314.410.611.912.513.111.311.313.110.6
休配日（配送を休
む日）の設定

12.572.5-9.410.69.411.913.111.911.911.311.310.6
物流付帯業務の
サービス化の是正

13.866.31.913.815.015.016.916.316.315.616.316.313.1
混雑時を回避する
ためのセンター着
時間の見直し
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５ 発注・物流に対する取り組みについて
（２）納品リードタイム延長判断の理由

▍ 納品リードタイム延⾧判断の理由としては「物流費や配送コスト高騰への対応」「取引先からの
提案」「トラック運転者不足などの状況の改善」などが挙げられた。

63.2

57.9

54.4

24.6

22.8

21.1

17.5

14.0

14.0

0.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流費や配送コストの高騰に対応する必要があったから

取引先（メーカー・卸売業など）から提案を受けたから

トラック運転者不足などの状況の改善に貢献したいと考えたから

社会的要請に対応するため

売上に影響しないと判断したから

お客様に対するサービスレベルの低下に影響しないと判断したから

食品ロス・廃棄の増加に影響しないと判断したから

災害・天候等によるリスクに柔軟に対応できる体制を構築したかったから

経営トップ・経営幹部により方針あるいは指示が示されたから

上記以外に該当する場合がございましたらご記入ください。

無回答

【Q40】貴社が日配品の納品リードタイムを延⾧して緩和的に運用しようと判断された理由として

あてはまるものをお選びください。〔複数回答可〕
(N=57)
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５ 発注・物流に対する取り組みについて
（３）自動発注の導入状況について

▍ AIを活用した自動発注（完全自動）を全店で完全に導入している企業は少ない。
▍ AIを活用していない自動発注（セミオート発注）の導入率が最も高く、次いでAIを活用した自動発
注（セミオート発注）が高い。

▍ 手動発注が依然として約1/3存在し、効率化の余地が残る。

6.3%

0.6%

18.8%

5.6%

2.5%

0.6%

19.4%

5.6%

33.1%

3.1%

AIを活用した自動発注（完全自動）を全店で導入している

AIを活用した自動発注（完全自動）を一部の店舗で導入している

AIを活用した自動発注（セミオート発注）を全店舗で導入している

AIを活用した自動発注（セミオート発注）を一部の店舗で導入している

AIを活用していない自動発注（完全自動）を全店で導入している

AIを活用していない自動発注（完全自動）を一部の店舗で導入している

AIを活用していない自動発注（セミオート発注）を全店舗で導入している

AIを活用していない自動発注（セミオート発注）を一部の店舗で導入している

自動発注を行っていない（手動で発注している）

上記以外に該当する場合がございましたらご記入ください。

- 10.0 20.0 30.0 40.0

【Q41】貴社の自動発注の導入状況についてあてはまるものをお選びください。(１つに〇)

(N=160)
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